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□ごあいさつ

　　　　　　　 株式会社ロッコー
　　　　　　　　　　　　　　　　 南大阪営業所長　西村　佳津子

取締役営業本部長　　　　　　

西村　佳津子　　　　　　

⑤　グリーン購入の推進

環 境 方針

エコアクション２１を取得し、活動をスタートさせてから５
年目になりました。環境問題がクローズアップされる中、美
しい自然を次の世代に引き継いで行くために「私たちにでき
ること」を考え、一人ひとりの行動が大きな力になることを
信じ、よりよい地球環境を実現するための環境方針に沿って
これからも活動していきます。

南大阪営業所長　　　　　　　

当社は食品に携わる包装資材を扱う企業として、その事業活動の中で地域環境に与える
影響を的確に把握すると共に、社員一人ひとりが、環境への優しさを優先し、限りある
資源の保護に努め自主的･積極的に環境保全活動に取り組みます。
　当社の食品包装資材の販売活動の於ける環境負荷の低減のため、行動指針を次のよう
に定めます。

３．全従業員にこの環境方針を周知します。

③　循環型社会のための省資源、廃棄物の削減

①　脱地球温暖化社会のための省エネルギー

２．以下について具体的な環境目標を定め、実施計画を立て、継続的改善に努めます。

④　環境に配慮した商品の販売促進

＜環境保全への行動指針＞

②　水資源の確保のための節水

＜環境方針＞

１．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

制定日：２００６年１２月１日

改定日：2012年月日



□登録事業所の概要
（１） 事業所名及び代表者名

株式会社ロッコー
所長　西村佳津子

（２） 所在地
南大阪営業所　〒595-0032　大阪府泉大津市穴田206
北摂営業所　　〒566-0062　大阪府摂津市鳥飼5丁目2番21号
本社はタツミ産業㈱大阪営業所内にあり、タツミ産業でエコアクション21を取得していて、
その中での経理業務のため対象外

（３） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者　西村元希　ＴＥＬ0725-33-0236
環境事務局　　　岡本栄子　ＴＥＬ　（同上）

（４） 事業内容
食品包装資材の販売
厨房関連商品の販売

（５） 事業の規模
売上高 約6億円/年
従業員 13名
延べ床面積 689ｍ2

（６） 事業年度　3月～2月

□主な環境負荷の実績

項目 単位 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

二酸化炭素排出量（総
量）

kg-ＣＯ2 62,639 63,443 66,552 64,799

一般廃棄物 kg 2,394 2,429 2,317 2,335

総排水量 m3 124 134 96 129

軽油使用量 ℓ 14,318 15,153 16,593 16,609

□環境目標及びその実績
基準値 2012年 2013年

（基準年） （目標） （実績） （目標） （目標）

14,079 12,108 #VALUE! 11,967 11,967
（2005年） 86% #VALUE! 85% 85%

5.2 5.5 17.4 5.5 5.6
（2008年） 105% 335% 106% 107%
2,550 2,321 2,295 2,270

（2005年） 91% #VALUE! 90% 89%

189 113 96 113 113
（2005年） 60% 51% 60% 60%

環境配慮商品の販売 金額（万円） 4,159 4,658 4,700 4,741
（リサイクル容器・他） （2008年） 112% #VALUE! 113% 114%
※電力の二酸化炭素排出係数は0.378使用

2011年

㎥
基準年度比

　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

km/ℓ
基準年度比

自動車燃費の向上

電力の二酸化炭素排
出量削減

kg-CO2
基準年度比

節水

一般廃棄物の削減 kg
基準年度比



□環境活動の取り組み計画と評価
◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

△

○

○

○

◎

◎

○

○

△

○

○

△

○

◎

◎

○

電力の削減（基準年度比△
18％）

倉庫無人消灯・照明６区画
の使い分け

節水

倉庫無人時の消灯に関しては守れていない時がありまし
た。

・　　電力面で達成できていないので再度機器の変更と日々の行動の見直しをしていく必要がある。
・　　会社だけでなく家庭においても実践できるように仕組みを作る。
・

自動車燃費の向上

効率配送の推進

・トイレ大小レバーの使い
分け
環境配慮商品の販売
リサイクル商品及びエコ商
品の販売量増加

累計で目標数値をクリアできていなかったので、来期は削
減できるようお願いします。

総括（代表者による全体の評価と見直し）

アルコール消毒液を設置し除菌の徹底しました。

・手洗い水量の適正化

目標数値達成できたようなので、来期も増額できるよう、
エコ商品の販売促進に努めていきます。

・洗浄工程の改善

水道水に関しては多少削減ができたようです。来期も引き
続き維持していきましょう。

冷房28℃　暖房20℃

紙、空き缶、ペットボトル、生ゴミの分別徹底

新商品サンプル等の数量抑制はあまりできていませんでし
た。

・裏紙使用

・分別ボックスの設置

・過剰サンプルの抑制

急加速・急停車の防止

評　価（結果と今後の方向）

目標に届かなかったようなので、来期はクリアできるよう
に取り組みたい。

取り組み計画

部屋の温度にムラがあり、設定温度は２７℃となった。
サーキュレーターを設置してムラをなくす

一般廃棄物の削減

受注間違い防止（電話によ
る受注確認方法の検討）

PC不要時は節電モード・も
しくは電源を落とす

倉庫の電灯スイッチを箇所
事に点灯できるようにす

スイッチ回路が一緒のため消灯できない場所がある
順次必要な墓所に個別スイッチ（プルスイッチ）を取り付
けた工事をし、倉庫の電気が６区画に分け箇所ごとに点灯でき
るようになった。

クールビズ・ウォームビズ
運動

全体的に目標数値をクリアできていました。

次年度の重点取り組みとしてゆく。

アイドリングストップ

 



□環境関連法規制等の順守状況
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

□代表者による全体の評価と見直し

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。

自動車リサイクル法
環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

業務用空調機

0

トラック、バン
フロン回収破壊法

消毒用アルコール

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

消防法（危険物）
一般廃棄物廃棄物処理法

適用される法規制



□その他の取り組みを紹介

＜環境保全活動＞

　　　　　　　　　　　　　　　　定期的に会社近辺の清掃活動を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境配慮商品の販売＞

　　　エコバッグ エコバッグ使用例 　　エコ箸



環境への取り組み

＜エコキャップ推進運動＞

累計個数：16840 個
累計実績：133ｋｇのＣＯ2削減。（平成23年1月現在）

ワクチン：５４．７人分 (平成22年3月～平成23年2月迄)



＜防災訓練活動風景＞




